
〒104-0043東 京都中央区湊3-18-17マルキl■本ビ

社会民主党全国連合機関紙宣伝局(毎通水発行)

TEL03-3553-3731 1部 〒168円・月720円式鞠幕替雛3遇彊習努軍
山胸  ZI諾霊類が 言8暑岳岳需謁曙罷尋

発行責任者
-103 Tel.086-242-5510

http://wwwisdp.orjp/okayama/index=html  e―maili shamin_okayama@fancy.ocn.neゴp

党
定
例
２
月
街
宣
は
予
定

日

に
行
動
が
重
な
り
翌
日
実
施
で

う
る
う
年
２
月
２９

日
。

４
年
に

一
度
？
の
雨
の
な
か

の
街
宣
と

な
っ
た

（
写
真
下
）
。

３
月
定

例

２７
日
、

連

国
の
雨
模
様
も
、

一
時

の
情
れ
間
を
見
せ
た
中
で

行
っ
た

（
写
真
上
）
。

金
権
ま
み
れ
の
自
民
党
政
治

に
ス
ト
ツ
プ
を
か
け
よ
う
と
合

同
宣
伝
が

３
月
２３
日
、

雲
行
き

怪
し
そ
う
な
中
、

市
民
団
体
お

か
や
ま
い
っ
ぽ
ん

。
立
民

・
共

産

。
社
民
が

マ
イ
ク
リ
レ
ー
。

「
政
治
資
金
パ
ー

テ
イ
ー
裏
金

づ
く
り
は
、

こ
れ
ま
で
の
特
定

議
員
と
の
関
係
に
終
わ
ら
な
い

自
民
ぐ
る
み

・
財
界
ぐ
る
み
。

消
費
税
増
税
し
法
人
税
減
税
は

国
民
生
活
を
壊
し
て
き
た
。

非

正
規
労
働
４
割
も
財
界
要
求
だ
」

「
物
価
高

の
な
か
、

少
し
で
も

安
い
食
品
を
求
め
、

暖
房
費
を

ぎ
り
ぎ
り
の
節
約
。

な

の
に
何

上

下

百
万

。
何
千
万
と
ポ
ケ
ツ
ト
に
。

何
に
使
っ
た
か
も
不
明
、

こ
ん

な
で
た
ら
め
な

こ
と
が
許
さ
れ

て
い
い
の
か
」

「
大
企
業
や
業

界
に
ば
か
り
目
を
向
け
た
政
治

が
格
差
と
医
療
や
福
祉
の
切
り

捨
て
を
生
み
、

生
き
づ
ら
い
世

の
中
に
し
て
い
る
」

と
自
民
党

政
治
を
批
判
し
た
。

ま
た
、

今
年
中
に
予
想
さ
れ

る
衆
院
解
散

・
総
選
挙
で
は
、

積
み
上
げ

て
き
た
共
闘
で
政
権

交
代
を
実
現
し
よ
う
と
訴
え
た
。

報
告
／
矢
吹

各
に
逆
戻
り
の
３
月

２‐
日
、

部
落
解
放
岡
山
県
共
闘
会
議

の

総
会
が
、

労
組

・
社
民
党
な
ど

化
団
体
か
ら
約
５。
名
が
参
加
し

て
開
催
。

共
闘
会
議

・
鳥
越
議

長
は
開
会
あ
い
さ

つ
で

「
か

つ

て
就
職
身
元
調
査
書
な
ど
で
当

た
り
前
に
あ
っ
た
差
別
事
情
は
、

労
組

・
団
体
や
解
放
同
盟

の
共

闘
で
問
題
点

の
解
消
が
す
す
ん

で
き
た
な
ど
運
動
を
振
り
返
り
、

今
年
も
就
職
差
別
撤
廃
に
向
け

た
周
知
徹
底
を
岡
山
県

・
岡
山

労
働
周
に
申
し
入
れ
た
」

こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

来
賓

の
連
含

岡
山

・
森
会
長
は
差
別
触
廃
の

活
動
で
前
進
も
、

　
一
部
で
依
然

と
し
て
存
在
し
、

こ
れ
か
ら
も

共
闘
し
て
い
く
と
連
帯
の
挨
拶
。

古
林
事
務
同
長
は
経
過
報
告

で
、

人
権
に
関
す
る
県
条
例
の

制
定
が

一
件
も
な
い
こ
と
を
指

摘
し
、

連
携
し
推
進
の
必
要
性

に
つ
い
て
言
及
し
た
。

ま
た
カ

針
提
起
で
、

差
別
撤
廃
、

人
権

社 民 党 岡 山 県 連 合

第 打 6固 定 期 大 会

日時 2024年 5月11日 (土)
13:30 -

場所  岡 山市勤労者福祉センター4F
岡山市北区春日町5-7

議事  (1)こ れまでの活動報告
(2)決 算報告
(3)次 年度活動方針
(4)予 算
(5)役 員・その他

3月定例街宣
4年に一度 ?の 雨の2月定例

意
識
向
上
に
向
け
た
諸
活
動
、

県
条
例
な
し
の
脱
却
、

人
権
学

習
の
実
施
な
ど
を
拍
手
で
確
認
。

「
人
権
救
済
法
の
制
定
、

包
括

的
な
差
別
禁
止
法

の
制
定
な
ど

を
求
め
る
」

総
会
宣
言
を
採
択

し
た
。

最
後
に
鳥
越
議
長
の
音

頭
で

「
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃

の
た

め
ガ

ン
バ
ロ
ー
」

三
唱
で
閉
会
。

続
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
解
放
運
動

の
歩
み
」

を
視
聴
、

今
日
で
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
差
別
に

つ
な
が

る
情
報
が
拡
が
っ
て
お
り
、

人

権
学
習
、

共
闘
が
ま
す
ま
す
重

要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
、

共
有
し
た
。

　

（
文
責
／
野
崎

ま
政
治
は
、

政
治
資
金

パ
ー

テ
ィ
券

の
売
り
上

げ

「
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
」

問
題
で
大
揺
れ
。

　
Ｅ
速
付
金
」

を

政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
せ

す
、

使
途
不
明
の

「
裏
金
」

疑
惑

だ

▼
い
つ
、

だ
れ
が
指
示
し
た
か

の
追
及
に

「
知
ら
ぬ
、

わ
か
ら
ぬ

で
楔
ぎ
を
果
た
す
も

の
で
は
な
い

問
題

の
政
治
が
ど
う
曲
げ
ら
れ
た

か
否
か
は
、

全
く
闇

の
中
で
、

憤

り
を
感
じ
る

▼
注
目
点

の
２
つ
目

は
２
４
香
闘
。

大
幅
賃
上
げ
要
求

は
、

大
手
企
業
で

「
満
額
」

□
答

が

ほ
と
ん
ど
、

な
か
に
は
組
合
要

求
を
超
え
る
回
答
に
は
ビ
ツ
ク
リ

▼
７
０
年
代
オ
イ
ル
シ
ョ
ツ
ク
の

狂
乱
物
価
下
で
春
闘
大
幅
賃
上
げ

を
経
験
し
た
が

「
何
が
変
わ
っ
た

の
か
。

「
組
合
が
あ
る
と

こ
ろ
は

比
較
的
賃
上
げ
率
も
高

い
」

と
い

う
街

の
声
に

「
そ
う
か
」

と
納
得

な
ら
年
金
者
も
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新

報
」

読

者

会

４
月
９
日

（
第
２
も

１
７
崎

辰

巳

「
時
事

問

題
懇

話
会
」

“

党県連合活動日話
3/13 市民と立憲野党打合せ
3/15 さ よなら原発 ・県実
3/21 部落解放岡山県共闘会議総会・学習会
3/23 市民と立憲野党の合同宣伝
3/24 立憲民主党岡||1県連大会 (宮田)
3/27 党定例街宣 マ ツキヨ前
3/31 岡 1市平和推進協 運営委 (武本)

, 党 中国ブロック代表者会議Z∞M

※宣伝カー計画・随時運行中

実 は い 問 い 8る を イ
現 *う の う 9非 上 ド
ヘ

°
最 賃 が 3正 げ と

声 直 低 金
｀
円 規 よ や

を ち 生 が 年 を か う ら
上 に 活 憲 間 大 ら ▼ で
げ 1費 法 打幅 一 今 な
よ 5と 28ア 言 や く
う O同 50ツ

°
4団

ハ Oじ 条 Oプ 最 書」結
の 円 と に Bきと 賃 を し
*最低生活費 134,000 占 て
*893*1800/12=133,950 め声

４
月
２６

※

い
す

れ

も

辰

巳
事

務

所

で

日

（
最

終
金
）

「
７
晴

ご
案
内

上 :3/23 3月 合同宣伝 :宮田代表

あいさつする鳥越議長 3/21

4/14 13:30～ 16:00
2024総 選挙にむけたつどい
岡山国際交流センター7F
講演と政党決意表明

主催 :市民連合 ・おかやまいっぽん

4//24(水 )17:30

社民党定例街宣

マツキヨ前

4/27(上 )17:00

市民と立憲野党合同宣伝
マツキヨ前

社民党サポーター募集中
年会費1000円オンライン申し込み
httpsi//sdp or_jp/sdp―supporter/


